
加茂駅周辺まちなかエリアプラットフォーム 

令和８年度 第１回ワーキンググループ 議事要旨 

 

日時：令和８年６月 29日（月）14時 00分～ 

場所：加茂市役所３階 301・302会議室 

 

出席者 

 

● ワーキング（ＷＧ）メンバー 

堀内大祐（加茂商工会議所 まちづくり委員会 委員） 

涌井陽（加茂市商店街協同組合（涌井金太郎商店）） 

萩野正和（株式会社 connel 代表取締役） ※オンライン参加 

齋藤貴元（第四北越銀行 加茂支店 支店長） 

長橋貴之（第四北越銀行 加茂支店 次長） 

長谷川修（加茂信用金庫 本店営業部 部長） 

夏目一寿（加茂信用金庫 総合企画部 課長） 

鈴木啓真（NST新潟総合テレビ 営業事業本部 新潟営業部 主事 兼県央地区担当） 

石附直人（新潟県三条地域振興局 地域振興グループ 専門員） 

近藤良（加茂青年会議所 専務理事） 

東川輝久（新潟経営大学 地域活性化研究所 副所長） 

青山准（NTT東日本 新潟支店 地域基盤ビジネス課長） 

 

● オブザーバー 

岩淵丈和（URBANIX株式会社 代表取締役）※オンライン参加 

藤虎康（URBANIX株式会社 アーバンリサーチャー）※オンライン参加 

細貝光太朗（株式会社新潟放送 ビジネスプロデュース局エリアプロデュース部） 

阿部駿（加茂市観光協会 事務局長） 

阿部洋昭（加茂市商工観光課観光係 課長補佐） 

市川諒（加茂市商工観光課 主事） ※オンライン参加 

和田丈裕（加茂市建設課都市計画係 係長） 

 

● 事務局 

齋藤祐樹（事務局長：加茂市政策推進課 課長） 

近藤真史（事務局次長：加茂市政策推進課 課長補佐） 

日山綾夏（事務局員：加茂市政策推進課 主事） 

坂内奏太（事務局員：加茂市政策推進課 主事） 

 

 



議事 

 

０．配布資料の確認 

 

１．開会 

 

２. 議題１：令和８年度のエリプラの取組予定について 

【事務局】資料３に基づき、今年度の取組予定を説明した。令和７年度からの重点分野を継続

しつつ、今年度は「リノベーションまちづくりの推進」「空き店舗の活用に向けた実証実験」

「エリプラ公式ホームページによる情報発信の強化」の３点を新規・強化項目として進める旨

が報告された。 

【事務局】６月 22 日に公開したエリプラ公式ホームページについて、まちなかエリアで活動

するヒト」や「コト」にフォーカスした記事（「まちなか図鑑」等）を掲載し、産学官金連携の

プラットフォームとして情報を集約していく旨の補足がなされた。 

 

３. 議題２：取組報告 

 

○加茂川を泳ぐ鯉のぼりについて 

【説明者】資料４に基づき報告。５月５日の「加茂川マルシェ」には約 5,000 人、期間全体で

約 14,700人の来場があった。 

【説明者】今年度から設置期間を４月下旬〜５月下旬へ変更した結果、例年課題となっていた

「GW前の鯉のぼりの傷み・汚れ」が解消され、メディア露出が増える時期に最も綺麗な状態で

発信できた。ただし、５月下旬は雨風により劣化が早まるため、寄附で賄っている鯉のぼりを

保護する観点から、今後の設置期間については再考の余地がある。 

【WGメンバー】期間変更の総括として、手応えはどうだったか。 

【説明者】GWに一番良い状態を届けられた点は非常に良かった。来場者からも「綺麗だ」との

声が多く、PR面でも成功だったと捉えている。 

【WGメンバー】今年度初めて実施した企業協賛の垂れ幕について、設置場所の傾斜により視認

性が悪かった。鯉のぼりと一緒に写真に写るよう、より垂直に近い場所への掲示を検討してほ

しい。 

【事務局】協賛企業名入りの「企業オリジナル鯉のぼり」を泳がせることは可能か。 

【説明者】風雨による破損リスクがあるため、事前の承諾が必要だが、実現すれば見栄えも良

く、協賛企業の要望次第では検討の価値がある。 

【WGメンバー】垂れ幕よりも鯉のぼりの方が見栄えも良いので、協賛する側の立場としては是

非協賛企業名入りの「企業オリジナル鯉のぼり」を検討してほしい。 

【事務局】協賛金と経費との兼ね合いもあるが、例えば最低設置期間や再掲示回数の保証など

があると協賛しやすくなるのではないか。 

【WGメンバー】関わった学校や企業へのアンケートやヒアリングは行ったか。 

【説明者】企業へのアンケートは未実施だが、小中学校からはお礼状と共に「地域の想いを知



った」等の感想が届いている。関係者の声を蓄積し、次年度の改善に繋げたい。 

【WGメンバー】実施して終わりではなく取組の改善を行うことで、更なる協賛企業の獲得につ

ながる可能性もある。せっかく関わってもらった方々がいるので、ぜひ客観的な評価を実施し

てもらいたい。 

【事務局】個人情報保護との折り合いもあるが、自宅で鯉のぼりを揚げる機会が減る中、片貝

まつりの個人花火のように、家族が我が子の成長を願う「個人協賛の鯉のぼり」があっても良

いのではないか。 

【WGメンバー】子どもの名前の掲載が難しい場合は、寄附者の名前（祖父母等）を出す形も考

えられる。 

 

○シティプロモーション・情報発信について 

【説明者】資料５に基づき説明。今年度は「官民共創」をテーマに、加茂信用金庫や堀内組等

の民間企業と連携し、加茂の魅力を深掘りする。11 月 29 日には、BSN ラジオ公開収録イベン

トを加茂市民体育館で開催予定である。 

【説明者】イケメン３銃士（BSNアナウンサー）や市長、PR大使の西村元貴氏を起用し、加茂

山・加茂川・商店街の各エリアの魅力を色別に発信する。また、加茂の２つの酒蔵による試飲

体験や、特産品の抽選会を行い、来場者に「加茂の体験」を持ち帰ってもらう仕掛けを作る。 

【説明者】加茂を無償で体験してもらうブースのアイデアを求めている。個別にお声がけさせ

ていただきたい。 

【WGメンバー】集客ターゲットとまちなかエリアへの誘導策について伺いたい。会場の体育館

だけで完結せず、商店街へ回遊させる仕組みが必要ではないか。 

【説明者】市外の方をメインターゲットに 500名以上の集客を目指す。同日に商工会議所の「ナ

イトバザール」も開催されるため、相乗効果を狙いたい。公共交通機関の利用を促し、イベン

ト後の飲食等の回遊に繋げたい。 

【WGメンバー】日曜日は商店街の店が閉まっていることが多い点が懸念される。 

【事務局】500 名規模になると体育館内だけではスペースが不足する。商店街への回遊を促す

ため、商店街の空き店舗を活用して酒造の試飲ブースを設置する等の実証実験との連動や、商

店街に対するイベント日における特別営業への協力依頼などを検討していきたい。 

【WGメンバー】開催時間をランチタイムと前後させるなど、滞在時間を延ばす工夫・調整をし

てほしい。 

 

○まちなかコンシェルジュ・まち歩きガイドについて 

【説明者】資料６に基づき報告。2025 年 11 月からスタートしたが、冬場の閑散期と重なり、

認知度不足が課題である。レジ横の POPが小さく目立たない点も改善が必要である。 

【説明者】「ご紹介カード」による店舗紹介は、特定のお店だけを紹介することへの心理的ハー

ドルや、受け取った側の店舗での認知不足があり、現時点では活用するに至っていない。 

【WGメンバー】まちなかコンシェルジュのポップの効果はどの程度だったか。 

【説明者】実数としては４件程度。ポップを見ずとも、道案内や駐車場（商店街の白線内）の

質問をきっかけに会話が弾むケースは多い。 



【事務局】認知度拡大と協力店の増加、どちらを優先すべきか。 

【説明者】協力店については既に５〜６店舗の承諾を得ており、いつでも拡大できる状況にあ

る。まずは取り組み自体の認知度を上げたい。 

【WGメンバー】協力店が一定数集まってからの方が、マップやポスター等の制作物を作りやす

い。 

【WGメンバー】イベント時にコンシェルジュが「この先行ったら〇〇があるよ」と案内できれ

ば、初めて来た人には非常に心強い。どの店を回ったかというデータが取れれば、回遊性の把

握にも繋がる。 

 

○リノベーションまちづくりについて 

【事務局】資料７に基づき説明。未来ビジョンの実現に向け、活躍するプレイヤーを増やすこ

とが目的である。今年度は７月９日に第２回「KAMO NEXT TALK」を開催し、市内外のプレイヤ

ーの化学反応を促す。令和９〜10年度には、実際の事業化を目指す「リノベーションスクール」

の開催を予定している。 

 

○空き店舗の活用に向けた実証実験について 

【事務局】資料８に基づき報告。４月 27日に URBANIX株式会社と包括連携協定を締結した。 

【説明者】エリア解析の結果、加茂駅とセブンイレブン前交差点、商店街を結ぶ「d の字」の

回遊ルートが重要であることが判明した。特に視線が集中するセブンイレブン前交差点付近や

観光案内所裏の空き地を「優先アクションエリア」と設定し、10 月の秋祭りと 11 月の公開収

録に合わせて、短期貸し出し等の実証実験を行うことを検討している。 

【説明者】いきなり賃貸契約を結ぶのではなく、まずはレンタルスペースとして活用すること

で、所有者に「物件がまちに貢献できる」という認識を持ってもらう。プロダクト「Placebook」

を活用し、出店者情報や解析データを可視化していく。 

【説明者】より多くの出店希望者に情報を届けるための方法を教えていただきたい。 

【WGメンバー】観光協会の会員向けに情報発信することは可能である。 

【事務局】新聞記事掲載後、既に起業検討者からの問い合わせが入っている。 

【WG メンバー】「d の字」ルート周辺には金融機関の敷地も多い。この周辺を含むエリアをど

のように活性化させていく想定か。 

【事務局】中心部の「d の字」エリアの中に成功事例を作ることで、本町などその周辺エリア

へとその効果を波及させていく戦略である。 

 

４.事務連絡 

 

５．閉会 


